
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
0
9
年
が
、
よ
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

願
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
秋
よ
り
世
界
経
済
は
急
速
に
厳

し
い
状
況
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
日
本
は
か
つ

て
の
バ
ブ
ル
経
済
の
手
痛
い
教
訓
か
ら
、
今
回

は
他
の
国
々
ほ
ど
の
急
落
は
な
い
だ
ろ
う
と
の

見
方
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

経
済
の
中
で
厳
し
い
状
況
を
む
か
え
て
い
ま
す
。

実
体
経
済
を
離
れ
て
巨
大
に
膨
れ
上
が
っ
た

金
融
活
動
が
地
球
を
覆
っ
て
お
り
、
い
っ
た
ん

ほ
こ
ろ
び
が
生
じ
る
と
瞬
く
間
に
連
鎖
反
応
を

起
こ
す
構
造
が
あ
り
ま
す
。

高
度
に
発
達
し
た
金
融
工
学
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

に
い
た
ロ
ケ
ッ
ト
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
た
ち

が
ウ
ォ
ー
ル
街
に
移
っ
て
作
り
上
げ
た
も
の
と

い
わ
れ
ま
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
が
地
球
に
帰
還
す
る

際
、
燃
え
尽
き
る
こ
と
な
く
宇
宙
の
果
て
に
飛

ば
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
大
気
圏
突
入
の

角
度
は
精
緻
に
計
算
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
っ
た
よ
う
に
、
宇
宙
工
学
で
築
か
れ
た
高

度
な
技
術
が
金
融
に
応
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

「
教
育
学
習
方
法
等
改
善
支
援

お
よ
び
地
域
共
同
研
究
支
援
の

成
果
発
表
な
ら
び
に
講
評
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
、
第
21
回
教
育

改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
、
教
育
改
革
委
員

会
と
研
究
推
進
委
員

会
の
共
催
で
、
11
月

13
日
に
開
か
れ
た
。

教
育
・
研
究
分
野

の
新
た
な
取
組
の
う

ち
日
本
私
立
学
校
振

興
・
共
済
事
業
団
の

経
常
経
費
補
助
金
特

別
補
助
に
採
択
さ
れ

た
取
組
の
一
部
に
つ

い
て
、
そ
の
成
果
を
公
開
し
評

価
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

「
教
育
学
習
方
法
等
改
善
支
援
」

に
つ
い
て
は
、
3
件
の
発
表
と

も
の
で
、
そ
の
達
成
感
が
学
生

の
資
質
向
上
に
役
立
つ
と
評
価

さ
れ
た
。
建
築
学
科
・
成
田
剛

准
教
授
「
現
場
体
験
を
通
し
て

学
ぶ
国
際
協
力
建
築
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど

で
活
躍
し
た
方
の
特
別
講
義
と
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
の
文

化
財
修
復
現
場
で
の
体
験
を
組

み
合
わ
せ
て
お
り
、
現
場
の
躍

動
感
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
、

学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

に
つ
な
が
る
と
評
価
さ
れ
た
。

建
築
学
科
・
渡
辺
勝
彦
教
授
・

波
多
野
純
教
授
「
先
人
の
努
力

を
知
り
国
際
感
覚
を
養
う
建
築

史
実
習
」
は
、
台
湾
の
中
国
科

技
大
学
と
合
同
の
建
築
史
実
習

で
、
台
湾
・
中
国
・
沖
縄
・
奈

良
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。

企
画
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

に
始
ま
り
、
ス
ケ
ッ
チ
、
文
化

財
修
復
現
場
の
見
学
、
研
究
発

表
会
、
設
計
講
評
会
な
ど
豊
富

な
内
容
で
あ
る
。
こ
の
実
習
は

単
位
を
与
え
て
い
な
い
た
め
、

参
加
者
は
積
極
的
な
意
欲
を
も

つ
学
生
に
限
ら
れ
る
。
優
れ
た

体
験
と
し
て
、
広
範
な
学
生
が

参
加
で
き
る
体
制
を
組
む
べ
き

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

「
地
域
共
同
研
究
支
援
」
に
つ

い
て
は
、
2
件
の
発
表
と
質
疑
、

研
究
推
進
委
員
会
に
よ
る
講
評

が
な
さ
れ
た
。

機
械
工
学
科
・
古
閑
伸
裕
教

授
「
サ
ー
ボ
プ
レ
ス
を
利
用
し

た
塑
性
加
工
技
術
の
開
発
」
は
、

（
株
）
ア
マ
ダ
プ
レ
ス
テ
ッ
ク

（
現
（
株
）
ア
マ
ダ
）
と
の
共
同

研
究
で
あ
る
。
Ｎ
Ｃ
サ
ー
ボ
プ

レ
ス
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
で
、

加
工
限
界
の
向
上
、
加
工
の
高

効
率
化
、
騒
音
の
低
減
な
ど
の

成
果
が
得
ら
れ
た
。
シ
ス
テ
ム

工
学
科
・
伴
雅
人
准
教
授
「
短

波
長
レ
ー
ザ
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ

化
学
チ
ッ
プ
製
造
技
術
の
研
究
」

は
、
文
科
省
所
管
（
財
）
近
畿

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
工
技
術
研
究

所
と
の
共
同
研
究
で
あ
る
。
環

境
分
析
や
健
康
状
態
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

利
用
可
能
な
マ
イ
ク
ロ
化
学
チ

ッ
プ
を
短
波
長
レ
ー
ザ
で
加
工

す
る
技
術
の
開
発
成
果
が
示
さ

れ
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
普
段

あ
ま
り
知
る
こ
と
の
な
い
他
学

科
教
員
の
先
進
的
な
教
育
・
研

究
の
成
果
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

新
鮮
な
感
動
が
あ
っ
た
。
と
く

に
体
験
学
習
の
教
育
効
果
が
具

体
的
に
示
さ
れ
た
こ
と
は
、「
実

工
学
教
育
」
の
有
効
性
を
確
認

す
る
う
え
で
重
要
な
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
あ
っ
た
。

参
加
者
は
1
0
2
名
（
教
員

77
名
、
事
務
職
員
25
名
）。
と
く

に
事
務
職
員
が
多
数
参
加
し
、

大
学
改
革
の
柱
は
、
支
援
体
制

を
含
め
た
教
育
・
研
究
の
充
実

で
あ
る
と
の
意
識
を
共
有
で
き

た
意
義
は
大
き
い
。

質
疑
、
教
育
改
革
委
員
会
に
よ

る
講
評
が
な
さ
れ
た
。

情
報
工
学
科
・
片
山
茂
友
教

授
「
体
験
を
重
視
し
た
マ
イ
コ

ン
組
込
み
シ
ス
テ
ム
の
教
育
」

は
、
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
ロ
ボ
ッ

ト
を
段
階
を
踏
ん
で
組
み
立
て

る
と
と
も
に
そ
の
理
論
を
学
ぶ

で
す
。
技
術
と
い
う
も
の
の
多
様
な
応
用
力
を

知
ら
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
き
な
成
果
も
多
大

な
損
失
も
も
た
ら
す
諸
刃
の
剣
で
あ
る
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
教
え
ら
れ
ま
す
。

日
本
で
は
、
大
き
な
危
機
を
技
術
力
で
乗
り
越

え
て
き
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

1
9
7
0
年
代
、
中
東
戦
争
を
き
っ
か
け
に

原
油
価
格
が
4
倍
に
値
上
が
り
し
、
資
源
を
輸

入
に
頼
る
日
本
に
と
っ
て
産
業
の
根
幹
を
揺
る

が
す
事
態
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
危
機
を
産

業
界
は
技
術
革
新
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

を
飛
躍
的
に
高
め
る
こ
と
で
乗
り
切
り
、
そ
の

結
果
、
世
界
市
場
に
お
い
て
日
本
製
品
の
優
秀

さ
を
い
っ
そ
う
知
ら
し
め
た
の
で
す
。

も
の
づ
く
り
で
こ
そ
大
き
な
力
を
発
揮
す
る

の
が
、
日
本
だ
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
日
本
の
産
業
界
を
支
え
る
町
工
場
に
目

を
向
け
る
と
、
下
請
け
か
ら
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル

製
品
の
開
発
へ
と
活
路
を
切
り
拓
く
挑
戦
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
町
工
場
の
技
術
力
は

世
界
最
高
峰
で
あ
り
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん

で
お
り
、
や
や
も
す
る
と
マ
イ
ナ
ス
面
が
強
調

さ
れ
が
ち
で
す
が
、
よ
り
人
に
優
し
い
社
会
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
好
機
と
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
住
空
間
、
交
通
網
、
物
流
シ
ス

テ
ム
な
ど
社
会
基
盤
の
再
構
築
や
自
然
環
境
と

の
共
生
と
と
も
に
、
お
年
寄
り
や
赤
ち
ゃ
ん
を

連
れ
た
お
母
さ
ん
が
外
出
す
る
と
き
に
、
ど
ん

な
こ
と
に
困
り
、
ど
ん
な
補
助
機
器
や
情
報
機

器
が
あ
れ
ば
助
け
と
な
る
の
か
な
ど
、
必
要
と

さ
れ
る
も
の
を
き
め
細
か
に
提
供
す
る
こ
と
に

は
、
大
き
な
需
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

本
学
に
お
い
て
も
、
よ
り
人
と
社
会
、
環
境

を
見
つ
め
て
技
術
を
深
く
学
ぶ
と
い
う
視
点
の

重
要
さ
を
見
据
え
、
2
0
0
9
年
度
よ
り
新
学

科
、「
も
の
づ
く
り
環
境
学
科
」、「
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

技
術
に
生
き
よ
う
と
志
す
者
は
、
ま
ち
を
歩

き
、
人
に
出
会
い
、
触
れ
あ
っ
て
、
技
術
を
活

か
す
場
を
開
拓
し
て
い
こ
う
。
今
年
は
、
こ
ん

な
目
を
も
っ
て
1
年
を
送
っ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
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成果発表を熱心に聞く参加者

学長　柳澤　章

年
頭
の
辞

ま
ち
を
歩
き
、
人
と
触
れ
、

技
術
を
活
か
す

経
済
産
業
省
の
産
学
連
携
人
材
育
成
事
業
に

「
金
型
人
材
」
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
・
実
証
事
業
が
採
択

魅力的な教育･研究の取組を紹介
－第21回教育改革シンポジウム－

本
事
業
は
、
金
型
専
業
企
業

や
金
型
部
門
を
も
つ
プ
レ
ス
加

工
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
を
行

う
企
業
な
ど
金
型
関
連
企
業
に

お
け
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
人
材
育

成
を
支
援
し
、
そ
れ
ら
企
業
が

「
高
付
加
価
値
金
型
」
等
を
手
が

け
ら
れ
る
よ
う
な
金
型
人
材
が

合
理
的
に
育
成
で
き
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
目
的
と
し

て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
金
型
関
連
企
業

に
お
け
る
新
入
社

員
・
中
堅
社
員
・
幹

部
候
補
社
員
、
理
系

大
卒
者
と
そ
う
で
な

い
者
、
な
ど
多
様
な

人
材
を
高
度
専
門
技

術
者
お
よ
び
経
営
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
管
理
者

に
育
成
で
き
る
「
段
階
的
な
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・

実
証
」
を
行
う
事
業
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
20
年
か
ら

22
年
の
3
年
間
で
行
わ
れ
る
。

こ
の
3
年
間
に
お
い
て
、
本

学
で
は
、
金
型
関
連
企
業
と
の

連
携
に
よ
っ
て
、
理
論
と
実
践
、

基
礎
と
応
用
、
汎
用
性
と
専
門

性
を
融
合
さ
せ
た
金
型
人
材
を

育
成
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開

発
と
必
要
に
応
じ
た
新
た
な
科

目
の
教
材
開
発
を
行
う
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

有
効
性
等
に
つ
い
て
模
擬
授
業

に
よ
る
実
証
を
行
う
。
な
お
、

本
年
度
の
補
助
予
算
は
2
3
6

9
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

事
業
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
平

成
23
年
4
月
に
は
、
本
学
で
は

産
業
界
と
連
携
し
た
金
型
人
材

育
成
事
業
を
具
体
化
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
既

に
金
型
人
材
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
方
の
大
学
や
自
治
体

と
の
連
携
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
「
サ
イ
バ
ー
授
業
」

な
ど
に
よ
る
人
材
育
成
事
業
な

ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も
検
討

し
て
い
る
。

キックオフミ－ティングの様子

日本工業大学　専門職大学院　技術経営研究科　●技術経営専攻
中小企業技術経営コース／プロジェクトマネジメントコース／新事業創造・起業コース

■平成 21年度　専門職大学院　入試日程

願書のご請求およびお問い合せ先 ：
〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 2-5　日本工業大学　専門職大学院
TEL：03-3511-7591　FAX：03-3511-7594　E-mail:mot@kanda.nit.ac.jp

出願期間 試験日 合格発表 入学手続締切日

1月13日（火）～1月27日（火） 2月1日（日） 2月4日（水） 2月13日（金）

2月10日（火）～2月24日（火） 3月1日（日）

第2回募集

第3回募集 3月4日（水） 3月13日（金）

働きながら学べる専門職大学院　第 5 期生　募集 ！

日本工業大学　平成21年度入試日程
日本工業大学　工学部　新設2学科・1学科 学科名称変更
●機械工学科　●ものづくり環境学科（新学科） ●創造システム工学科（学科名称変更・旧システム工学科）
●電気電子工学科　●情報工学科　●建築学科　●生活環境デザイン学科（新学科）

日本工業大学　大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程　
●機械工学専攻　●電気工学専攻　●建築学専攻　●システム工学専攻　●情報工学専攻

本学で先端技術研究の取り組みを

願書のご請求およびお問い合せ先
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1 日本工業大学　教務部入試室
70120-250-267
URL：http://www.nit.ac.jp/ E-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

願書のご請求およびお問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL 0480-33-7507（直通）

■平成21年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

入試種別 日　　　　程

一般入試

センター利用入試

ＡＯ入試
・ＡＯエントリー入試

・ＡＯコーディネータ入試

出願期間

試験日

合格発表

出願期間

センター試験実施日

合格発表

エントリー入試のエントリー期間
コーディネータ入試の申込期間
面談・面接等
出願期間
選考
合格発表

一般入試Ａ
1/ 5（月）～ 1/24（土）
2/ 1（日） 本学、郡山、水戸、

高崎、千葉
2/ 2（月） 本学、東京、新潟、

長野、静岡
2/ 3（火） 本学
2/10（火）
センター利用入試Ａ
1/ 5（月）～ 2/ 2（月）

2/10（火）

3/21（土）
書類審査等

3/ 2（月）～ 3/12（木）

第5期
1/15（木）～ 3/ 5（木）

1/17（土）・18（日）
※本学での個別学力検査等は実施いたしません

平成21年3月上旬まで、随時受付
書類受理後に連絡

センター利用入試Ｂ
2/ 4（水）～ 2/16（月）

2/26（木）

センター利用入試Ｃ
2/18（水）～ 3/12（木）

3/21（土）

一般入試Ｂ
2/ 4（水）～ 2/16（月）

2/21（土） 本学

2/26（木）

出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切

二次募集 2月14日～2月20日 2月27日 書類選考・面接 3月5日 3月13日

社会人大学院生　募集！（日本工業大学　社会人特別選抜）

・各試験日とも全学
科の受験が可能

・一般入試Ａの本学
会場は受験日自由
選択制

・そのほか社会人入試、帰国子女入試などがあります。
・各入試の詳細はそれぞれの「募集要項」でご確認ください。
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（2） 平成21年1月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第156号

13
年
6
月
に
は
、
キ
ャ
ン
パ

ス
全
域
で
国
際
環
境
規
格
Ｉ

Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
の
認
証
を

取
得
、
平
成
16
年
に
は
風
力

発
電
装
置
を
設
置
す
る
な
ど
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
省
エ
ネ
化
や

グ
リ
ー
ン
化
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

特
に
国
際
環
境
規
格
Ｉ
Ｓ

Ｏ
1
4
0
0
1
を
認
証
取
得

し
て
以
来
、
教
職
員
、
学
生
、

大
学
関
係
者
す
べ
て
が
一
致

協
力
し
て
環
境
保
全
活
動
に

取
り
組
み
、
環
境
教
育
・
研

究
面
で
も
大
き
な
成
果
を
挙

げ
て
お
り
ま
す
。

学
生
諸
君
が
、
忙
し
い
勉

学
の
合
間
を
縫
っ
て
環
境
に

つ
い
て
積
極
的
に
学
び
、
自

ら
進
ん
で
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
れ

て
い
る
の
も
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

学
問
の
領
域
を
越
え
た
研
究

活
動
も
盛
ん
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
マ

イ
ン
ド
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、

緑
に
囲
ま
れ
た
学
内
の
教

育
・
研
究
の
環
境
は
飛
躍
的

に
充
実
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
反

映
さ
れ
た
も
の
が
、
今
回
の

環
境
に
関
す
る
2
学
科
新
設

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
学
で

学
ぶ
学
生
諸
君
、
教
育
・
研

究
、
運
営
に
従
事
す
る
教
職

員
、
全
て
の
大
学
関
係
者
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
よ
り
良

い
環
境
の
中
で
勉
学
・
研

究
・
仕
事
が
で
き
る
様
に
、

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実
に

は
、
更
に
力
を
注
い
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
な
展
開
も
幾
つ
か

検
討
中
で
、
な
る
べ
く
早
く

実
現
す
る
様
に
努
力
し
、
環

境
に
や
さ
し
い
学
園
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
、
環
境
問
題
を
避
け

て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
工
学
の
視
点
か
ら
環
境

を
見
つ
め
、
問
題
解
決
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
力

に
な
る
は
ず
で
す
。
今
年
は
、

そ
の
第
一
歩
と
し
て
前
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
の
一
層
の
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
澤
明
元
教

授
（
現
・
特
別
研

究
員
）
が
、
平
成

20
年
11
月
、
瑞

宝
小
綬
賞
の
栄

に
浴
し
た
。
長

年
に
わ
た
る
音

響
工
学
（
心
理

音
響
学
）
分
野

で
の
研
究
・
指

導
、
啓
蒙
活
動

な
ら
び
に
初
等

中
等
教
育
に
お

け
る
教
科
書
づ

く
り
等
を
通
じ

た
理
科
教
育
へ

の
功
績
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
同
氏
は
、
昭
和
45
年
か

ら
電
気
通
信
大
学
通
信
工
学
科

で
音
響
工
学
分
野
の
研
究
・
指

導
に
従
事
。
昭
和
61
年
か
ら
は

文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）
初

等
中
等
教
育
局
で
教
科
書
調
査

官
と
し
て
勤
務
、
工
業
高
校
の

電
気
科
、
機
械
科
、
情
報
科
等

の
分
野
に
関
係
す
る
教
科
書
の

調
査
・
研
究
に
貢
献
し
た
。

平
成
11
年
に
本
学
へ
着
任
、

電
気
実
験
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、

教
職
教
員
セ
ン
タ
ー
教
授
を
経

て
、
昨
年
4
月
か
ら
現
職
。

今
回
の
綬
賞
は
本
学
に
と
っ

て
も
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
。

命
名
さ
れ
、
現
在
で
も
本
発
振

器
に
関
連
す
る
多
く
の
論
文
が

発
表
さ
れ
、
引
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
レ
ー
ダ
信
号
の
変
調
符

号
の
問
題
に
取
り
組
み
、
そ
れ

迄
は
単
数
の
サ
ブ
パ
ル
ス
に
圧

縮
す
る
符
号
の
み
を
扱
っ
て
い

た
の
に
対
し
、
初
め
て
複
数
の

サ
ブ
パ
ル
ス
に
圧
縮
す
る
符
号

を
発
想
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
ン

テ
ナ
を
用
い
た
干
渉
波
除
去
方

法
を
数
多
く
提
案
す
る
な
ど
、

数
々
の
ユ
ニ
ー
ク
で
優
れ
た
研

究
業
績
を
残
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
業
績
は
国
際
的
に
も
高
い

評
価
を
得
て
お
り
、
今
回
の
受

賞
に
結
び
つ
い
た
。

開
発
等
に
従
事
し
た
。
本
学
へ

は
平
成
13
年
4
月
に
情
報
工
学

科
教
授
と
し
て
着
任
、
平
成
20

年
3
月
ま
で
勤
務
。
現
在
は
、

非
常
勤
講
師
と
し
て
無
線
情
報

通
信
工
学
や
情
報
理
論
な
ど
の

授
業
を
担
当
し
て
い
る
。

フ
ェ
ロ
ー
の
称
号
は
、
学
問
・

技
術
ま
た
は
関
連
す
る
事
業
に

関
し
て
顕
著
な
貢
献
が
認
め
ら

れ
、
同
学
会
へ
の
貢
献
が
大
き

い
正
会
員
に
対
し
て
与
え
ら
れ

る
も
の
で
、
本
年
度
（
9
回
目
）

は
、
58
名
に
授
与
さ
れ
た
。

神
力
元
教
授
は
、
30
年
前
に

世
界
で
初
め
て
カ
オ
ス
発
振
器

を
提
案
し
た
が
、
神
力
回
路
と

神
力
正
宣
元
情
報
工
学
科
教

授
は
、
長
年
の
レ
ー
ダ
信
号
処

理
に
関
す
る
優
れ
た
研
究
が
認

め
ら
れ
、
平
成
20
年
9
月
に
電

子
情
報
通
信
学
会
か
ら
フ
ェ
ロ

ー
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。

神
力
元
教
授
は
、
慶
応
義
塾

大
学
工
学
部
電
気
工
学
専
攻
を

修
了
後
、
平
成
13
年
3
月
ま
で

防
衛
庁
の
技
術
研
究
本
部
に
勤

務
し
、
電
波
シ
ス
テ
ム
の
研
究

田
中
克
敏
氏
は
、
平
成
20
年

6
月
、
70
歳
で
博
士
号
を
取
得

し
た
。
同
氏
は
、
東
芝
機
械
の

顧
問
と
し
て
勤
務
し
つ
つ
、
シ

ス
テ
ム
工
学
科
・
鈴
木
清
教
授

の
指
導
を
得
て
、
「
超
精
密
加
工

機
械
の
高
精
度
化
の
研
究
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
キ
ャ
リ
ア
を

集
大
成
し
た
論
文
を
ま
と
め
あ

げ
、
学
位
を
取
得
し
た
も
の
。

ま
た
、
同
氏
は
、
長
年
に
わ

た
る
超
精
密
加
工
機
械
の
開
発

と
、
世
界
の
超
精
密
加
工
産
業

を
牽
引
し
て
き
た
功
績
に
よ
り
、

ｅ
ｕ
ｓ
ｐ
ｅ
ｎ
（
欧
州
最
大
の

精
密
加
工
学
会
）
か
ら
09
年
・

功
労
賞
授
与
者
に
選
ば
れ
、
6

月
に
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
セ
バ
ス

チ
ャ
ン
で
開
催
さ
れ
る
同
学
会

で
基
調
講
演
を
行
う
。
同
氏
の

取
り
組
み
は
、
シ
ニ
ア
世
代
に

と
っ
て
大
き
な
励
み
で
あ
る
。

去
る
11
月
30
日
（
日
）
に
本

専
門
職
大
学
院
の
来
年
度
学
生

（
5
期
生
）
の
第
1
回
入
試
が
実

施
さ
れ
た
。

社
会
人
が
働
き
な
が
ら
1
年

間
で
技
術
経
営
の
実
務
に
役
立

つ
専
門
知
識
と
手
法
を
修
得
し
、

技
術
経
営
修
士
（
専
門
職
）
の

学
位
を
取
得
で
き
る
な
ど
、
本

大
学
院
が
他
に
無
い
特
徴
を
有

す
る
こ
と
は
、
大
学
院
案
内
等

の
各
種
印
刷
物
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
紹
介
し
て
い
る
が
、
今

回
の
受
験
者
の
多
く
は
11
月
8

日
（
土
）
の
午
後
に
開
催
し
た

本
年
度
第
1
回
目
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
た
人
た

ち
で
あ
っ
た
。

今
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、
説
明
会
、
修
了
生
に
よ

る
特
定
課
題
研
究
（
修
士
論
文

に
代
わ
る
必
修
科
目
）
の
実
例

紹
介
、
授
業
見
学
、
修
了
生
と

在
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
討
論

「
本
大
学
院
で
Ｍ
Ｏ
Ｔ
を
学
ん

で
」
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
と
、

盛
り
沢
山
の
内
容
で
あ
っ
た
が
、

入
学
を
検
討
中
の
来
場
者
と
の

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、

本
大
学
院
の
実
態
に
関
す
る
理

解
が
一
段
と
進
ん
だ
も
の
と
思

わ
れ
る
。

来
年
度
学
生
の
募
集
と
入
試

は
、
別
掲
（
一
面
）
の
よ
う
に
、
あ

と
2
回
予
定
さ
れ
て
お
り
、そ
れ

に
向
け
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
も
あ
と
2
回
開
催
さ
れ
る
。特

別
講
演
や
模
擬
授
業
も
あ
り
、

今
回
同
様
に
充
実
し
た
内
容
に

な
る
予
定
で
あ
る
。
本
大
学
院

の
入
学
者
は
全
員
社
会
人
で
あ

る
た
め
、
勤
務
と
の
両
立
が
必

須
で
あ
る
が
、
業
種
・
職
種
に
よ

っ
て
勤
務
体
制
も
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
入
学
後
の
学

業
と
勤
務
と
の
両
立
を
事
前
に

検
討
で
き
る
よ
う
に
、来
年
度
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
と
授
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
例
年
よ
り
も
前

倒
し
で
決
定
し

て
お
り
、
当
日

紹
介
す
る
予
定

で
あ
る
。
今
回

と
同
様
に
多
く

の
方
々
の
ご
参

加
を
得
て
、
本

大
学
院
の
特
徴

を
よ
く
理
解
し

て
い
た
だ
き
、

受
験
へ
と
つ
な

が
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
し
て

い
る
。

さ
て
、
4
期
生
の
特
定
課
題

研
究
「
技
術
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
研
究
」
へ
の
取
組
み
は
ま
す

ま
す
熱
が
入
っ
て
い
る
。
指
導

教
授
と
の
連
携
も
一
段
と
強
く

な
り
、
受
講
日
以
外
の
平
日
夜

間
あ
る
い
は
土
曜
日
に
も
頻
繁

に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
て
、
各

自
の
具
体
的
な
個
別
課
題
の
研

究
進
捗
状
況
を
指
導
教
授
に
報

告
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
、
講
義
の
合
間
や
終

了
後
の
院
生
同
士
の
交
流
の
場

で
も
、
話
題
の
中
心
は
も
っ
ぱ

ら
特
定
課
題
研
究
と
な
っ
て
お

り
、
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ

れ
て
い
る
。
3
月
中
旬
の
発
表

会
ま
で
に
全
員
揃
っ
て
研
究
成

果
を
ま
と
め
上
げ
、
最
終
試
験

に
合
格
し
て
修
士
号
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

（
教
授
　
松
野
建
一
）
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本
学
は
、
今
年
4
月
に

「
環
境
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
2
学
科
を
新
設
、
1
学

科
の
学
科
名
変
更
を
行
い
ま

す
。
即
ち
「
も
の
づ
く
り
環

境
学
科
」
、
「
生
活
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
」
の
新
設
で
あ
り
、

現
在
の
「
シ
ス
テ
ム
工
学
科
」

か
ら
「
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学

科
」
へ
の
名
称
変
更
で
す
。

今
回
の
改
組
は
、
建
学
の

理
念
に
基
づ
き
、
大
学
設
立

以
来
41
年
の
歩
み
を
振
り
返

り
、
本
学
の
強
み
を
見
極
め
、

そ
れ
を
活
か
し
き
る
と
い
う

視
点
で
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
体
制
に
よ
り
、
時
代

の
価
値
を
し
っ
か
り
と
見
据

え
、
社
会
に
貢
献
す
る
価
値

を
創
造
す
る
21
世
紀
の
技
術

者
を
育
成
し
、
社
会
に
送
り

出
し
て
参
り
ま
す
。

21
世
紀
は
、
「
環
境
の
世

紀
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
学
は
、
い
ち
早
く
「
環
境
」

に
着
目
し
、
様
々
な
展
開
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
53
年
か
ら
56
年
に
か

け
て
は
緑
化
推
進
運
動
「
グ

リ
ー
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
、
平
成
12
年
に
は

本
館
の
屋
上
へ
、
大
学
と
し

て
は
世
界
最
大
規
模
の
3
0

0
kw
の
発
電
量
を
実
現
す
る

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

70
歳
で
博
士
号
取
得
、
田
中
克
敏
氏
、

ｅ
ｕ
ｓ
ｐ
ｅ
ｎ
か
ら
も
功
労
賞

●年頭所感●

更なる環境活動の推進

理事長

大川　陽康

電
子
情
報
通
信
学
会
か
ら

神
力
正
宣
元
教
授
に
フ
ェ
ロ
ー
の
称
号

黒澤明元教授に瑞宝小綬賞

Ｉ
Ｓ
Ｏ
―
8
年
度
は
、
教
職

員
・
学
内
関
連
会
社
・
学
生
が

一
体
と
な
っ
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
活
動
に
よ
り
、
環
境
目
標

17
項
目
中
14
項
目
で
目
標
を
達

成
し
て
い
る
（
下
表
参
照
）。

今
年
度
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
―
9
年
度

に
は
、
そ
の
成

果
を
継
続
、
発

展
さ
せ
る
と
と

も
に
、
さ
ら
に
、

環
境
に
お
け
る

社
会
的
責
任
を

認
識
し
、
工
業

教
育
の
理
想
を

追
求
す
る
本
学

の
教
育
環
境
の

中
で
、
環
境
教

育
・
研
究
の
一

層
の
進
展
を
掲

げ
、
具
体
的
目

標
の
達
成
に
向
か
っ
て
活
動
を

推
進
し
て
い
く
。

平
成
19
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
―
8
年
度
の
活

動
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

■
環
境
特
別
講
演
会
の
開
催

「
地
球
温
暖
化
と
環
境
経
営
」

（
平
成
19
年
12
月
7
日
）
講
師
・

鶴
田
佳
史
氏
（
日
本
環
境
取
引

機
構

東
京
環
境
取
引
所
評
議

員
・
名
古
屋
環
境
取
引
所
評
議

員
）
来
場
者
数
・
約
2
0
0
名

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

「
第
3
回
日
本
工
業
大
学
に
あ

る
べ
き
環
境
教
育
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
平
成
19
年
12
月

21
日
）
来
場
者
数
・
1
0
1
名

■
「
2
0
0
8
・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
環
境

展
」
へ
の
出
展
（
平
成
20
年
6

月
3
日
〜
6
月
6
日
）

①
研
究
発
表
〜
体
感
に
よ
る
環

境
教
育
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
化
〜

「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
操
作
ボ
ッ
ク
ス

を
使
い
本
学
の
環
境
情
報
を

紹
介
」「
設
置
パ
ネ
ル
操
作
に

よ
る
環
境
情
報
閲
覧
」

②
超
低
燃
費
カ
ム
レ
ス
エ
ン
ジ

ン
の
紹
介

③
環
境
分
野
研
究
奨
励
助
成
金

制
度
に
よ
る
研
究
成
果
報
告

＊
会
場
・
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
、
来
場
者
数
・
18
万
人

■
学
生
環
境
推
進
委
員
会
の
活
動

①
彩
の
国
資
源
循
環
工
場
（
寄

居
町
）
見
学
（
平
成
19
年
12

月
6
日
）

②
Ｅ
Ｍ
Ｓ
推
進
協
議
会
（
平
成

20
年
1
月
11
日
）
参
加
者
・

23
名

③
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｏ
榎
本
喬
一
郎
講
師

に
よ
る
内
部
環
境
監
査
員
養

成
研
修
開
催
（
平
成
20
年
9

月
11
日
〜
12
日
）
参
加
者
・

11
名

彩の国資源循環工場見学会の様子

説明会、授業見学、パネルディスカッション
キャンパスツアー 等を予定
◆参加ご希望の方は、事前にお申し込みください
◆お申し込み 、お問い合せは・・・

日本工業大学 専門職大学院
TEL. 03-3511-7591　FAX. 03-3511-7594
E-mail: mot@kanda.nit.ac.jp

第2回 第3回

専門職大学院オープンキャンパス日程

1417 212009

来
年
度
（
５
期
生
）
の
入
試
始
ま
る

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

オープンキャンパスでのパネルディスカッションの様子

■ISO－8年度　環境目標の達成状況／2007年10月～2008年9月 （評価）○…達成、×…未達成

1

2

3

4

5

6

7

8
9
10
11
12
13

14

15

16

17

環境目的
持続的発展が可能な社会の実現を担う
人材・高級科学技術者の育成に資する
環境教育プログラムの策定、構築
持続的発展が可能な社会の実現に資
する人材・高級科学技術者の育成

体験的環境教育の推進

環境に関する研究の推進

環境コミュニケーションの推進（環
境関連情報の発信拠点としての役割
と環境マインドの醸成）

持続的発展が可能な社会の構築に向
けた社会・地域との連携、協働の推
進

環境教育（学生環境推進委員会への
支援とコミュニケーション）

電力使用量の削減
ガス使用量の削減
上水使用量の削減
紙使用量の削減
廃棄物の削減・適正管理
緑地整備・保全

グリーン調達の積極的な推進

安全・環境安全な化学物質の使用・保有管理およ
び化学廃棄物の保有・排出管理へ向けての改良
教育・研究施設等の効率的・効果的活用及び管理・運営

労働安全衛生法に基づく安全衛生の向上

環境目標
持続的発展が可能な社会の実現を担う人
材を育成するための環境教育プログラム
の策定
環境学修プログラムの実践による持続的発展が
可能な社会の実現を担いうる人材の育成
①エコ・ミュージアムの整備及びQRコード（環
境情報発信）による体験的環境教育の普及・推進
②学外における体験的環境教育の実施

①教職員、学生の協働による研究の推進
②環境に関する研究の推進

環境関連情報の発信とコミュニケーショ
ンを通じた環境共生意識の啓発・普及を
図る

自治体、諸機関との連携・協働、他大学
との交流を図る

学生環境推進委員会への支援及び学生とのコミュニケー
ションを図り連携を深め、準構成員である本学学生の環
境意識を向上させ、環境教育の充実を目指す
予想使用量の１％削減
予想使用量の１％削減
予想使用量の１％削減
予想使用量の１％削減
予想排出量の1％減量化、一般廃棄物の資源化率60％以上
長期計画に基く整備・保全

グリーン調達率の向上（関連会社からの
購入品調達率60％以上）

安全性向上にむけた施策の策定、実施

施設マネジメント体制の構築と実施

労働安全衛生マネジメントシステムの構築

主要実績
①環境教育プログラムをテーマとしたシンポジ
ウムの開催

②大学案内“環境が学べる”ページの作成

環境関連科目38科目を通じ、延べ7830名に実施

①エコ・ミュージアムの整備
②環境情報（QRコード）の拡大、発信
③エコ・ツアーの実施
①「環境分野研究奨励助成金」制度による研究推進
②研究論文、共同研究等の刊行物での公表
③卒業研究等における環境関連テーマの推進
①環境特別講演会の開催（学生・市民へ公開）
②ホームページ等による環境情報発信
③「2008NEW環境展」への出展
④本学環境関連施設見学会の実施
①宮代町との連携、協働
②スターリングテクノラリーの開催
③他大学との交流
④私立大学環境保全協議会との連携

学園祭への参加、講演会、彩の国資源循環工場
の見学、学内のぼり設置

予想使用量の4.6％削減
予想使用量の3.8％削減
予想使用量の4.7％削減
予想使用量の1.9％増加
予想排出量の8.4％減量化、資源化率91.1％
緑地の維持管理、植栽等
グリーン調達率38.2％（金額ベース）
※数量ベース算出は、取引先変更に伴い算出ができない（2008

年4月～）

保有管理量の調査実施

教育系部門等の実地調査・改善推進
①労働安全衛生マネジメントシステムの構築
②行動計画の作成、実践

評価

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇
×
〇
〇

×

〇

〇

×

ISO-8年度環境目標達成状況
（2007年10月～2008年9月）
～ISO-9年度の活動に向けて～

ISO-8年度環境目標達成状況
（2007年10月～2008年9月）
～ISO-9年度の活動に向けて～
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を

迎
え
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
を
も
っ
て
日
々
を
す
ご
し
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
も

中
央
執
行
委
員
会
の
委
員
長
と

し
て
、
実
り
あ
る
1
年
に
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

時
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で

私
が
日
本
工
業
大
学
に
入
学
し

て
か
ら
、
は
や
3
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
3
年
間

は
、
と
て
も
充
実
し
た
も
の
で

し
た
。
入
学
し
て
す
ぐ
の
こ
ろ

は
、
特
に
や
り
た
い
こ
と
も
な

く
漠
然
と
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
出
会
っ
た
の
が
今

所
属
し
て
い
る
中
央
執
行
委
員

会
で
し
た
。
今
ま
で
の
委
員
会

活
動
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
に
恵
ま
れ
人
と
し
て
高
校
生

の
こ
ろ
よ
り
も
大
き
く
成
長
し

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

中
央
執
行
委
員
会
委
員
長
に

就
任
す
る
に
あ
た
り
、
学
生
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
今

以
上
に
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
今
ま
で
な
か
っ
た

意
見
箱
を
設
置
し
、
気
軽
に
意

見
が
主
張
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
改
善
で
き
る
と
こ
ろ

は
ど
ん
ど
ん
改
善
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
大
学
を
盛
り
上

げ
て
い
く
た
め
に
は
い
ろ
ん
な

意
見
が
必
要
な
の
で
す
。
ど
ん

な
小
さ
な
こ
と
で
も
、
そ
れ
が

大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
く
に
は

必
要
な
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の

意
見
の
た
め
に
代
表
と
し
て
活

動
し
て
い
く
の
が
私
の
役
目
で

も
あ
り
、
学
生
自
治
会
と
し
て

の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
で
も
多
く
の
『
よ
く
な

っ
た
』
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
の
な
ら
ば
幸
い
で
す
。

私
は
こ
の
1
年
間
で
今
ま
で

以
上
に
大
き
な
こ
と
を
経
験
し
、

た
く
さ
ん
の
人
達
と
出
会
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ

と
を
活
か
し
、
日
々
の
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大

学
を
盛
り
上
げ
て
い
く
の
は
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
意
見
で
す
。

そ
の
意
見
に
答
え
ら
れ
る
よ
う

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
今
後
の
活
動
の
た
め
に
も

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
そ
し
て
、
一

緒
に
大
学
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

工
業
技
術
博
物
館
で
は
、
当

博
物
館
後
援
会
の
協
賛
、
北
海

道
置
戸
町
教
育
委
員
会
（
オ
ケ

ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
森
林
工
芸

館
）
の
協
力
を

得
て
、
平
成
20

年
度
の
特
別
展

『
手
仕
事
道
具
の

世
界
　
―
秋
岡

芳
夫
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
か
ら
―
』

を
、
11
月
1
日

か
ら
11
月
22
日

を
会
期
と
し
て

開
催
し
た
。

日
本
の
工
業

デ
ザ
イ
ナ
ー
の

先
駆
者
と
し
て

著
名
な
秋
岡
芳

夫
氏
（
1
9
2

0
〜
1
9
9
7
）

が
、
生
前
、
デ

ザ
イ
ン
活
動
を

通
じ
な
が
ら
日

本
各
地
で
収
集

し
た
「
手
仕
事

道
具
」
と
「
手

仕
事
で
作
ら
れ

た
生
活
用
具
」
の
品
々
が
「
秋

岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。

「
秋
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
通
じ

て
日
本
の
手
仕
事
文
化
を
後
世

11
月
1
日
（
土
）
か
ら
開
催
さ

れ
る
特
別
展
に
先
立
ち
、10
月
25

に
伝
え
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し

や
地
域
社
会
の
あ
り
方
、
新
し

い
生
活
技
術
を
生
み
出
す
知
恵

と
し
て
、
現
代
社
会
の
中
に
生

か
す
活
動
を
進

め
る
た
め
、
北

海
道
置
戸
町
教

育
委
員
会(

オ
ケ

ク
ラ
フ
ト
セ
ン

タ
ー
森
林
工
芸

館)

に
て
保
管
・

整
理
・
活
用
さ

れ
て
い
る
。

本
特
別
展
で

は
、
モ
ノ
づ
く

り
の
た
め
の
工

学
を
学
ぶ
若
人

に
、
普
段
の
暮

ら
し
に
隠
さ
れ

た
人
間
工
学
の

原
点
を
伝
え
る

こ
と
と
、
こ
れ

ら
の
「
道
具
」

を
創
り
だ
す
基

と
な
っ
た
技
術

や
工
学
へ
の
関

心
と
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
。

手
仕
事
道
具
と
そ
れ
ら
を
用

い
て
行
わ
れ
る
創
作
作
業
、
そ

し
て
、
そ
の
作
品
達
に
愛
情
を

注
い
だ
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
秋
岡

氏
の
人
柄
を
知
る
こ
と
が
出
来

た
と
、
見
学
者
の
方
々
か
ら
お

褒
め
の
言
葉
を
頂
戴
し
た
。

11
月
21
日
（
金
）
に
は
、
学

友
会
館
ホ
ー
ル
に
、
江
戸
鍛

冶
・
三
代
目

左
久
作
氏
を
お
迎

え
し
、
「
鍛
冶
屋
の
し
ご
と
」
と

題
す
る
特
別
講
演
会
を
開
催
、

現
在
の
江
戸
鍛
冶
が
道
具
（
刃

物
）
を
生
み
出
す
「
楽
し
み
」

や
「
苦
労
話
」
な
ど
を
お
話
し

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
左
氏
が
、

製
作
し
た
鑿
（
の
み
）
を
持
参
、

木
材
や
電
話
帳
を
削
る
な
ど
の

実
演
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
実
演

に
よ
り
一
層
、
関
心
が
高
ま
っ

た
た
め
か
、
講
演
直
後
に
聴
講

し
た
学
生
達
が
講
師
の
左
氏
に

熱
心
に
質
問
を
し
て
い
る
様
子

も
印
象
的
で
あ
っ
た
。

講
演
後
に
開
催
し
た
懇
親
会

で
は
、
道
具
に
関
心
を
持
た
れ

た
方
々
が
集
い
、
講
演
者
の
左

氏
を
囲
ん
で
熱
心
に
談
笑
し
て

い
た
。 岡

部
裕
亮
君
は
幾
つ
か
の

顔
を
持
っ
て
い
る
。
一
つ
は

航
空
機
の
整
備
関
係
の
仕
事

を
志
す
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
顔
で

あ
る
。
岡
部
君
は
幼
少
の
頃

か
ら
航
空
機
に
憧
れ
、
強
い

興
味
を
抱
い
て
い
た
。
彼
が

入
学
先
を
本
学
に
決
定
し
た

動
機
は
、
シ
ス
テ
ム
工
学
科

で
航
空
機
関
係
の
研
究
を
し

て
い
る
渡
辺
顯
教
授
の
も
と

で
勉
強
を
し
た
い
と
い
う
強

い
希
望
か
ら
だ
っ
た
。

入
学
前
か
ら
自
分
の
将
来

を
見
据
え
て
プ
ラ
ン
を
立
て
、

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
計
画
的
に
行
動
を
す
る
と

い
う
、
言
葉
に
す
る
と
簡
単

に
聞
こ
え
る
が
、
実
行
す
る

と
な
る
と
、
か
な
り
難
し
い

こ
と
を
彼
は
積
極
的
に
実
践

し
て
い
る
。
学
部
卒
業
後
も

更
に
高
度
な
専
門
的
知
識
を

得
る
べ
く
大
学
院
進
学
を
考

え
て
い
る
と
い
う
。

も
う
一
つ
の
顔
は
総
勢
3

0
0
名
を
超
え
る
文
科
系
ク

ラ
ブ
を
統
括
す
る
文
化
団
体

連
合
会
の
会
長
と
い
う
顔
で

あ
る
。
昨
今
、
ク
ラ
ブ
へ
加

入
す
る
学
生
が
減
少
し
て
い

る
中
、
そ
の
人
員
、
活
動
を

維
持
、
展
開
し
て
い
く
に
は

数
々
の
難
問
が
山
積
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
処
理
し
て
ゆ

く
に
は
、
深
い
思
慮
と
計
画

性
、
そ
し
て
何
よ
り
も
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で

あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
自

分
の
人
生
計
画
を
し
っ
か
り

立
て
、
目
的
に
向
け
行
動
し

て
い
る
岡
部
君
は
最
適
の
人

物
で
あ
る
。
大
規
模
な
組
織

を
効
率
よ
く
動
か
す
際
に
は

的
確
に
自
分
の
意
思
を
そ
の

組
織
を
構
成
し
て
い
る
人
た

ち
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
が
、
彼
の
緩
急
を
つ
け

た
物
事
の
進
め
方
と
、
相
手

に
納
得
さ
せ
る
説
明
、
そ
し

て
、
何
よ
り
厳
し
い
中
に
も

優
し
さ
や
思
い
や
り
が
垣
間

見
え
る
彼
の
人
柄
は
、
参
加

メ
ン
バ
ー
の
信
頼
を
勝
ち
取

り
、
大
規
模
組
織
を
ス
ム
ー

ズ
に
運
営
し
て
い
る
。

今
回
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
大
学
祭
を
終
え
た
ば
か
り

の
彼
に
、
苦
労
し
た
点
や
現

在
の
悩
み
を
聞
い
て
み
た
。

大
学
祭
に
お
い
て
文
化
団
体

連
合
会
は
主
に
音
響
等
の
技

術
的
サ
ポ
ー
ト
と
参
加
団
体

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い

る
が
、
い
ず
れ
の
仕
事
も
同

時
多
発
的
に
事
柄
が
発
生
す

る
の
で
、
そ
れ
を
掌
握
し
、

的
確
な
指
示
を
出
す
と
い
う

こ
と
に
大
変
苦
労
し
た
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
「
悩
み
と
言
え
る
か

ど
う
か
・
・
・
」
と
言
う
こ

と
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
自
身
、

コ
ミ
ッ
ク
イ
ラ
ス
ト
研
究
部

に
所
属
し
て
い
る
部
員
で
も

あ
り
、
そ
こ
で
は
主
に
手
描

き
で
作
品
を
描
い
て
い
る
の

だ
が
、
最
近
は
会
長
の
仕
事

が
忙
し
く
、
思
う
よ
う
に
作

品
を
制
作
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
が
、
悩
み
と
い
え

ば
悩
み
だ
と
話
し
て
く
れ
た
。

最
後
に
本
学
の
印
象
を
聞

い
て
み
た
と
こ
ろ
「
研
究
等

に
対
す
る
自
由
度
が
大
き
く
、

専
門
性
も
非
常
に
高
い
」
と

い
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
ら
し
い
答

え
が
返
っ
て
き
た
。
将
来
、

彼
の
手
に
よ
っ
て
安
全
に
運

行
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ

た
航
空
機
が
大
空
に
舞
い
上

が
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

大
学
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

電
気
電
子
工
学
科
３
年
　
工
藤
　
悟

（
山
形
県
立
東
根
工
業
高
等
学
校
出
身
）

学
生
自
治
会
中
央
執
行
委
員
会
　
委
員
長
就
任
挨
拶

「
秋
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
特
別
展
の
前
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

―
秋
岡
芳
夫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
―

「
手
仕
事
道
具
の
世
界
」の

特
別
展
開
催

第40回 若杉祭開催される
11/１ホームカミングデー、11/２建築コンペ表彰式

第40回若杉祭が11月1日（土）から3

日（月）まで開催された。

今年のテーマは「華舞喜～華の四重

奏～」。このテーマには、来場者が思わ

ず舞い踊るような華やかで楽しい若

杉祭になるように、という気持ちが込

められていた。そんな大学祭実行委員

会の思いが通じたのか、来場者数は3

日間で延べ1600人にのぼった。

40回という節目を迎えた今回の大

学祭、企画の目玉は3日間連続ライブ

だった。初日の“桃井はるこ”のライブ

を皮切りに、2日目は今野宏美、白石稔、

FUJIWARA他のトーク＆ライブ、3日

目は恒例となった「秋のからっ風こん

さぁと」で藍坊主がライブを行った。

会場となった体育館には、連日多くの

観客が訪れ熱気と興奮に包まれた。

会期中は、1日に第9回ホームカミン

グデー、2日に建築設計コンペ表彰式

が行われ、今年も若杉祭は大盛況のう

ちに幕を閉じた。

スターリングエンジンは静かで

クリーン、熱源を選ばないといっ

た特徴を持つ「夢のエンジン」と

言われている。本競技会は青少年

の工学に対する関心の喚起とスタ

ーリング機器関連技術の発展を目

的として毎年開催されており、平

成18年度日本機械学会教育賞を受

賞。昨年も本学で11月15日（土）

に開催され、人間乗車、ノーマル

など5クラスで自作エンジンの性

能とアイデアを競った。

宙返り耐久ミニクラスでは今回

から車体への熱源搭載が認められ

たことで記録が大幅に更新され、

優勝チームは宙返りループを85回

通過するという大記録を出した。

人間乗車クラスでは制限時間60

分で約6.4km走り続けたチームが

優勝した。今回の参加数は160チ

ームで、本学付属の駒場高校はノ

ーマルクラスに5チームがエント

リー。台湾からも大同大学の2チ

ームが参加し、終了後に本学機械

工作センターとスチューデントラ

ボを興味深く見学していた。

今年も11月14日（土）に本学で開催予定

１２�１２�
全国から160チームが参加

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

日
（
土
）
に
、「
秋
岡
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
ミ
ニ
展
示
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」が
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ラ

ボ
で
開
催
さ
れ
た
。「
イ
ン
テ
リ

ア
工
房
」、「
モ
ノ
創
り
デ
ザ
イ
ン

工
房
」の
学
生
約
20
名
が
参
加
し
、

故
秋
岡
氏
の
遺
志
を
継
ぐ
ベ
テ

ラ
ン
の
指
導
の
も
と
、
作
品
づ

く
り
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
今
後
も
引
き

続
き
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

上段左：模擬店　上段中：野外ステージでの催し　上段右：建築コンペ表彰式　下段：ホームカミングデー記念撮影

前鉋（まえがんな）を使って器の形を切り出す

人間乗車クラス優勝チームの走行

講演する左久作氏 興味深げに見学する学生達 展示された秋岡コレクション

宙返り耐久ミニクラスは平成20年から五輪コースとなった

岡部　裕亮君
システム工学科４年・文化団体連合会会長

（山形県立酒田工業高等学校出身）

■多方面で意欲的な取組み

工
業
技
術
博
物
館
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

11
月
25
日
、
本
学
と
本
学
の

所
在
す
る
宮
代
町
と
の
間
で
、

活
力
あ
る
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
「
宮
代
町
と
日
本
工

業
大
学
と
の
連
携
に
関
す
る
協

定
（
包
括
協
定
）
」
が
締
結
さ
れ

た
。
当
日
は
、
宮
代
町
か
ら
榊

原
町
長
、
桐
川
教
育
長
、
矢
嶋

副
町
長
等
が
本
学
に
来
学
し
、

川口信用金庫理事長と柳澤学長（右）

学
生
環
境
推
進
委
員
会
主
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
実
施

（
日
本
工
業
大
学
、
芝
浦
工
業
大

学
、
東
京
農
業
大
学
、
東
京
理

科
大
学
、
東
京
工
芸
大
学
、
電

気
通
信
大
学
、
東
京
電
機
大
学
、

神
奈
川
工
科
大
学
、
東
京
農
工

大
学
）
が
競
う
。
競
技
は
的
ま

で
の
距
離
30
m
、
50
m
で
行
わ

れ
、
新
人
戦
は
総
合
得
点
、
定

期
戦
は
総
合
平
均
点
で
争
う
。

新
人
戦
男
子
（
出
場
95
名
）
の

部
で
田
沢
祐
樹
君
（
建
築
学
科
）

が
総
合
得
点
6
6
2
で
優
勝
、

三
矢
圭
君
（
建
築
学
科
）
4
位
、

門
真
啓
君
（
機
械
工
学
科
）
が

6
位
の
好
成
績
を
記
録
し
た
。

一
方
、
定
期
戦
で
は
本
学
チ
ー

ム
は
総
合
得
点
5
9
8
・
5
で

優
勝
し
た
。
2
位
の
芝
浦
工
大

の
得
点
5
8
1
・
3
を
引
き
離

し
て
の
勝
利
で
あ
る
。
こ
の
好

成
績
は
部
員
の
結
束
と
部
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
も
見
て
取

れ
る
。
同
部
の
活
動
は
実
に
活

発
で
あ
り
、
08
年
、
学
外
へ
の

遠
征
出
場
（
全
日
本
選
手
権
、

王
座
決
定
戦
、
東
日
本
大
会
、

東
京
都
、
茨
城
県
国
体
代
表
選

抜
）
は
15
回
を
超
え
、
練
習
試

合
、
合
宿
、
学
内
活
動
、
自
主

練
習
な
ど
に
よ
る
総
合
力
が
、

今
回
の
成
果
に
結
び
つ
い
た
。

学
生
環
境
推
進
委
員
会
で
は

今
年
度
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、

通
学
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を

平
成
20
年
10
月
18
日
（
土
）
に

実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
日
頃
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
宮
代
町
内

の
通
学
路
の
美
化
を
目
的
に
し

て
い
る
。

参
加
者
は
、
当
日
10
時
30
分

に
東
武
動
物
公
園
駅
西
口
に
集

合
し
、
清
掃
を
開
始
し
た
。
当

日
は
、
学
生
40
名
、
教
職
員
10

名
の
計
50
名
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
2
班
に
分
か
れ
、

駅
西
口
か
ら
大
学
正
門
ま
で
の

道
の
り
を
、
主
に
タ
バ
コ
の
吸

殻
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
空
き
缶

を
拾
っ
て
歩
い
た
。

今
後
は
、
宮
代
町
に
も
協
力

を
仰
ぎ
、
可
能
で
あ
れ
ば
共
同

開
催
も
予
定
し
て
い
る
。

11
月
19
日
（
水
）
か
ら
21
日

（
金
）
ま
で
の
3
日
間
、
会
計
検

査
院
に
よ
る
実
地
検
査
が
本
学

に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

会
計
検
査
院
は
、
会
計
検
査

院
法
に
お
い
て
「
国
が
直
接
又

は
間
接
に
補
助
金
、
奨
励
金
、

助
成
金
等
を
交
付
し
又
は
貸
付

金
、
損
失
補
償
等
の
財
政
援
助

を
与
え
て
い
る
も
の
の
会
計
」

に
係
る
検
査
を
実
施
で
き
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基

づ
き
本
学
が
交
付
を
受
け
て
い

る
補
助
金
等
に
係
る
検
査
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
今
回
の
検
査
は
、
本
学

に
と
っ
て
平
成
6
年
以
来
14
年

ぶ
り
の
検
査
で
あ
り
、
関
係
者

一
同
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、

3
日
間
の
検
査
に
対
応
し
た
。

難
の
面
で
も
支
援
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

本
学
・
柳
澤
章
学
長
と
川
口

信
用
金
庫
・
山
口
泰
男
理
事
長

に
よ
る
産
学
連
携
協
定
の
締
結

が
行
わ
れ
、
午
後
2
時
か
ら
は

産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー
が
学
友
会

館
ホ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
た
。
川

口
信
用
金
庫
の
取
引
先
70
社
お

よ
そ
1
0
0
名
が
参
加
、
機
械

工
作
セ
ン
タ
ー
、
先
端
材
料
研

究
セ
ン
タ
ー
等
を
見
学
し
た
。

本
学
は
、
川
口
信
用
金
庫
と

平
成
20
年
11
月
14
日
に
産
学
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。

以
前
よ
り
本
学
・
産
学
連
携

起
業
教
育
セ
ン
タ
ー
と
川
口
信

用
金
庫
は
、
鋳
物
の
町
川
口
を

中
心
と
し
て
企
業
か
ら
の
技
術

相
談
等
で
連
携
を
行
っ
て
き
た

が
、
こ
れ
を
機
会
に
本
学
が
持

つ
知
的
財
産
や
研
究
設
備
の
活

用
、
共
同
研
究
に
つ
な
げ
、
ま

た
、
中
小
企
業
が
抱
え
る
人
材

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
活
躍

関
東
理
工
系
大
学
　
新
人
戦
・
定
期
戦
と
も
優
勝

10／18（土）

本
学
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
が
活

躍
し
て
い
る
。
07
年
日
本
学
生

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
連
盟
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
（
日
本
体
育
大
学
ほ
か
51

大
学
加
盟
）
で
一
部
リ
ー
グ
昇

格
後
も
活
動
は
顕
著
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
工
学
科
4
年
本
間
薫

君
が
国
体
東
京
都
代
表
と
し
て

07
、
08
年
連
続
出
場
、
建
築
学

科
1
年
田
沢
祐
樹
君
が
08
年
国

体
出
場
を
果
た
し
た
。
大
学
ス

ポ
ー
ツ
界
の
目
標
は
イ
ン
カ
レ
、

ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
な
ど
で
、

本
競
技
も
新
人
戦
や
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
、
全
日
本

大
会
な
ど
で
上
位
入
賞

を
目
標
に
し
の
ぎ
を
削

る
。08

年
秋
、
本
学
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
12
名
が
関

東
理
工
系
新
人
戦
、
定

期
戦
に
臨
み
、
と
も
に

優
勝
を
果
た
し
た
。
こ

の
大
会
は
連
盟
加
盟
関

東
地
区
理
工
系
9
大
学

宮
代
町
と
包
括
協
定
締
結

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で
恊
働

11／25（火）

11/14（金）
川口信用金庫と
産学連携協定締結

清掃を終えて（2班のうちの1班）

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
が

皆
さ
ん
に
と
っ
て
実
り
多
き

一
年
と
な
る
よ
う
、
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
映
画
の

エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
、
「
○
×
フ

ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と

い
っ
た
も
の
を
見
た
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
？

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
ロ
ケ
地
に
関
す
る
情
報

提
供
、
撮
影
を
ス
ム
ー
ス
に

進
め
る
支
援
な
ど
を
行
う
も

の
で
す
。
最
近
で
は
、
映
画

の
撮
影
地
を
訪
れ
る
ロ
ケ
地

巡
り
が
話
題
と
な
る
な
ど
、

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
代
町
で
も
映
画
や
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
、
C
M
の
撮
影
地

と
し
て
、
町
内
の
風
景
・
施

設
を
活
用
し
て
も
ら
お
う
と

作
品
を
通
じ
た
地
域
の
知
名

度
ア
ッ
プ
や
観
光
客
の
増
加

も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
撮
影

の
誘
致
に
繋
が
る
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
期
待
も

「
み
や
し
ろ
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
を
立
ち
上
げ
、
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
中

も
多
数
の
撮
影
が
町
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
1
月
17
日
か

ら
公
開
と
な
る
、
妻
夫
木
聡

さ
ん
主
演
の
映
画
「
感
染
列

島
　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
も
そ

の
内
の
一
つ
で
す
。

身
近
な
場
所
を
撮
影
の
舞

台
と
す
る
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
活
動
、
映
画
や
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
と
、

良
く
知
っ
た
宮
代
町
の
風
景

に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
宮
代
町
広
報
Ｓ
）
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Town
&

Campus

Town
&

Campus
「みやしろフィルム

コミッション」

▼
年
改
ま
り
、
あ
ら

た
め
て
本
通
信
は
新

鮮
な
気
概
を
も
っ
て

再
チ
ャ
ー
ジ
し
、
情

報
公
開
と
説
明
責
任

を
果
た
す
紙
面
を
お

届
け
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
大
学
も

4
月
か
ら
2
学
科
新
設
、
1
学

科
名
称
変
更
と
い
う
7
学
科
体

制
の
も
と
、
教
職
員
一
丸
と
な

り
教
育
・
研
究
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
昨
年
来
の
不
況
は
、
1
9
2

9
年
の
世
界
恐
慌
の
再
現
を
思

わ
せ
る
ほ
ど
大
規
模
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
経
済
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
で
あ
る
と

実
感
し
ま
す
。
こ
の
影
響
は
、

日
本
に
も
深
刻
な
事
態
を
引
き

起
こ
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
学

生
諸
君
に
は
、
雇
用
の
問
題

（
就
職
）
に
直
接
繋
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
し
っ
か
り
と
し
た
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
の
「
も
の
づ
く

り
力
」
を
身
に
付
け
て
も
ら
い

た
い
と
期
待
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
学
生
は
、
今
こ
そ
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
積
極

的
な
思
考
の
も
て
る
誠
実
な
人

材
こ
そ
、
今
、
社
会
が
求
め
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
F
）

編 集 後 記

（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
ラ

オ
ス
（
10

／
30

〜
11

／
5

）

／
目
的
＝
科
研
『
ラ
オ
ス
国
シ

ェ
ン
ク
ア
ン
寺
院
遺
跡
群
保
存

計
画
提
案
の
た
め
の
現
況
お
よ

び
建
築
様
式
に
関
す
る
研
究
』

現
地
調
査
事
前
打
ち
合
わ
せ

◆
大
野
修
一
准
教
授
（
共
通
教

育
系
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
10

／
31
〜
11
／
4
）
／
目
的
＝
共

同
研
究
推
進
の
た
め
◆
古
閑
伸

裕
教
授
（
機
械
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
タ
イ
（
10

／
31

〜
11

／
9
）
／
目
的
＝
機
関
間
協
定

に
基
づ
く
K
M
U
T
T
塑
性
加

工
研
究
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
研

究
打
合
せ
お
よ
び
タ
イ
に
お
け

る
学
生
募
集
活
動
◆
鈴
木
清
教

授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
台
湾
（
11

／
6

〜
11

／
9
）
／
目
的
＝
日
本
に
お
け

る
最
新
砥
粒
加
工
技
術
講
演
会

に
て
研
究
発
表
◆
西
村
誠
介
教

授
（
超
高
電
圧
研
究
セ
ン
タ
ー
）

／
出
張
先
＝
ブ
ラ
ジ
ル
（
11
／

15

〜
11

／
26

）
／
目
的
＝
国

際
電
気
標
準
会
議
第
42
回
技

術
委
員
会
県
連
会
議
出
席
お
よ

び
絶
縁
技
術
調
査
◆
波
多
野
純

教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張
先

＝

台

湾

（
11

／
21

〜
11

／

24
）
／
目
的
＝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
誰
も
が
知
っ
て
い
る
水

洞
の
文
化
遺
産
」
に
て
講
演

◆
高
瀬
浩
史
講
師
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
11
／

23

〜
11

／
28

）
／
目
的
＝
宇

宙
・
航
行
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

に
関
す
る
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
2
0
0
8
の
運
営
◆
鈴
木
敏

正
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
11
／
23

〜
11
／
30
）
／
目
的
＝
華
中

科
技
大
学
と
の
研
究
交
流
お
よ

び
2
0
0
8
年
光
子
と
光
電
子

国
際
会
議
に
お
け
る
招
待
講
演

◆
正
道
寺
勉
准
教
授
（
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
（
12

／
2

〜
12

／

7
）
／
目
的
＝
第
9
回
ア
ジ
ア

太
平
洋
経
営
工
学
及
び
管
理
シ

ス
テ
ム
国
際
会
議
に
お
い
て
論

文
発
表
◆
梅
崎
栄
作
教
授
（
機

械
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
台
湾

（
12

／
7

〜
12

／
11

）
／
目

的
＝
第
3
回
実
験
力
学
に
お
け

る
先
端
科
学
・
技
術
に
関
す
る

国
際
会
議
に
て
研
究
発
表
◆
成

田
剛
准
教
授
（
建
築
学
科
）
／

出
張
先
＝
ラ
オ
ス
（
12
／
18

〜
1
／
1
）
／
目
的
＝
ラ
オ
ス

国
シ
ェ
ン
ク
ア
ン
寺
院
遺
跡
群

保
存
計
画
提
案
の
た
め
の
現
況

及
び
建
築
様
式
に
関
す
る
研
究

現
地
調
査
◆
黒
津
高
行
教
授

（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
ネ

パ
ー
ル
（
12
／
23
〜
1
／
1
）

／
目
的
＝
パ
タ
ン
仏
教
僧
院
街

区
の
景
観
構
成
に
関
す
る
資
料

収
集
調
査

タ
イ
の
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
と

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
国
か
ら
来
学

国
際
交
流

タ
イ
の
学
生
が
共
同
研
究
に

シ
ス
テ
ム
工
学
科
・
渡
部
修

一
教
授
と
の
共
同
研
究
を
目
的

に
、
機
関
間
協
定
校
で
あ
る
タ

イ
国
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科

大
学
（
K
M
U
T
T
）
工
学
部

機
械
工
学
科
ア
ナ
ッ
ク
・
カ
ン

タ
チ
ャ
ワ
ナ
助
教
授
と
担
当
学

本
学
か
ら
は
柳
澤
学
長
、
原
副

学
長
、
梅
崎
学
生
支
援
部
長
、

藤
田
総
務
部
長
等
が
出
席
し
た
。

調
印
式
で
は
、
学
長
、
町
長
の

挨
拶
に
続
き
、
握
手
と
と
も
に

協
定
書
が
交
換
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
、
本
学
と
宮
代
町

と
の
間
で
は
、
町
の
各
種
委
員

会
の
委
員
と
し
て
本
学
教
職
員

が
委
嘱
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
学

生
4
名
が
昨
年
10
月
22
日
か
ら

11
月
19
日
ま
で
来
学
し
た
。

テ
ー
マ
は
、
ナ
ノ
D
L
C(

ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ラ
イ
ク
・
カ
ー

ボ
ン)

の
バ
イ
オ
材
料
へ
の
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
、
生
体
材
料
と
し

て
耐
血
栓
性
等
に
優
れ
る
D
L

C
膜
を
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
材
な

ど
の
形
で
生
体
へ
応
用
展
開
し

よ
う
と
い
う
も
の
。
今
回
の
来

訪
は
、
生
体
応
用
に
必
要
と
な

る
チ
タ
ン
合
金
材
料
上
へ
の
D

L
C
膜
の
形
成
と
そ
の
基
礎
的

特
性
評
価
の
た
め
で
あ
る
。
一

行
は
本
学
で
作
製
し
た
試
料
を

持
ち
帰
り
、
今
後
は
生
体
化
学

評
価
を
進
展
さ
せ
る
。

サ
ウ
ジ
の
留
学
生
が
見
学
に

昨
年
11
月
15
日
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
王
国
留
学
生
9
名
が
、

同
国
大
使
館
員
と
来
訪
、
来
年

度
発
足
す
る
7
学
科
の
も
の
づ

く
り
教
育
を
中
心
に
見
学
し
た
。

学
生
は
同
国
ア
ブ
ド
ラ
国
王
奨

学
金
制
度
で
平
成
19
年
4
月
か

ら
東
京
な
ど
で
日
本
語
教
育
を

受
け
て
お
り
、
本
年
4
月
の
大

学
進
学
に
あ
た
り
、
そ
の
候
補

と
し
て
本
学
を
訪
れ
た
も
の
。

友
会
館
等
、
本
学
施
設
の
町
民

へ
の
開
放
、
さ
ら
に
は
、
08
年

4
月
の
「
災
害
時
に
お
け
る
相

互
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
締

結
な
ど
、
数
々
の
協
力
が
図
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ

れ
ら
の
連
携
は
担
当
者
レ
ベ
ル

で
の
協
力
関
係
で
あ
っ
た
面
も

否
め
な
い
。
こ
の
た
び
の
包
括

協
定
締
結
に
よ
り
、
組
織
相
互

の
協
力
関
係
が
構
築
さ
れ
る
。

今
後
は
両
組
織
の
幹
部
に
よ
る

「
連
絡
推
進
会
議
」
を
新
設
し
、

具
体
的
な
検
討
を
図
っ
て
い
く
。
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調印後記念撮影

08年大分国体で競技する本間君

後
援
会
だ
よ
り

長
野
県
支
部
か
ら
目
録
贈
呈

１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
対
す
る
寄
付
金

10
月
25
日
（
土
）、
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
下
田
寮
で
行
わ
れ
た
後

援
会
理
事
会
の
席
に
お
い
て
、

長
野
県
支
部
よ
り
大
学
に
対
し
、

学
園
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事

業
に
対
す
る
寄
付
金
の
目
録
が

贈
呈
さ
れ
た
。
寄
付
金
は
長
野

文
庫
（
図
書
）
と
し
て
Ｌ
Ｃ
セ

ン
タ
ー
（
百
年
記
念
館
）
に
寄

贈
さ
れ
る
予
定
。

同
王
国
は
、
石
油
依
存
経
済

か
ら
工
業
化
へ
の
シ
フ
ト
を
狙

い
と
し
て
、
ま
た
、
外
国
人
労

働
力
に
頼
っ
て
い
る
現
状
を
打

破
し
、
自
国
民
の
雇
用
を
促
す

サ
ウ
ジ
化
政
策
の
面
か
ら
も
、

人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

留
学
生
受
け
入
れ
や
技
術
者
教

育
な
ど
で
、
本
学
と
同
国
と
の

関
係
は
深
い
が
、
留
学
生
達
は

母
国
の
将
来
の
た
め
に
留
学
す

る
の
だ
と
熱
く
語
っ
て
い
た
。

昨
年
12
月
6
日
（
土
）、
N
P

O
・
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

埼
玉
県
労
働
会
館
で
開
催
さ
れ
、

本
学
か
ら
は
、
情
報
工
学
科
大

木
幹
雄
教
授
と
学
生
が
参
加
、

「
き
ら
り
姫
宮
」
等
の
支
援
事

例
の
実
演
デ
モ
展
示
と
I
T
を

活
用
し
た
支
援
事
例
2
件
の
紹

介
を
行
っ
た
。
事
例
紹
介
の
う

ち
1
件
は
、
「
学
生
に
よ
る
I
T

支
援
事
例
」
と
し
て
、
ふ
じ
み

の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
提
供

し
た
「
日
本
語
能
力
0
の
児
童

の
た
め
の
日
本
語
教
材
」
を
情

報
工
学
科
3
年
・
篠
田
祐
多
君

が
発
表
、
も
う
1
件
は
、
「
I
T

を
活
用
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
大
学
の

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
に
つ

◆
丹
治
明
講
師
（
工
業
技
術
博

物
館
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
10

／
30
〜
11
／
2
）
／
目
的
＝
第

7
回
日
中
機
械
技
術
史
・
機
械

設
計
国
際
会
議
に
て
論
文
発
表

◆
正
道
寺
勉
准
教
授
（
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
10

／
30

〜
11

／
3

）
／
目

的
＝
第
38
回
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

と
経
営
工
学
国
際
会
議
に
お
い

て
論
文
発
表
◆
成
田
剛
准
教
授

国
外
出
張（
11
月
〜
12
月
）

KMUTTの来学者とのフェアウェルパーティ

ロボット工房を見学するサウジからの留学生

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

12／6（
土
）

柳澤学長に目録を手渡す降旗支部長

10／25
（土）

会
計
検
査
院
の
検
査
（
報
告
）
11
月
19
日
〜
21
日

い
て
、
大
木
教
授
と
同
学
科
3

年
・
藤
井
英
樹
君
が
発
表
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
埼
玉

県
N
P
O
活
動
推
進
課
が
窓
口

と
な
り
、
県
内
の
大
学
、
N
P

O
を
組
織
し
て
開
催
さ
れ
た
も

の
。
第
1
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
実
体
験

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
の
紹
介
、

第
2
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
N
P

O
と
大
学
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
テ
ー
マ
に
報
告
が
あ
り
、
活

発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。
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